
































































































































































の A.K. ポーカリアーが植物遺存体のサンプル採取および分析を担当し、デカン大学の P.P. ジョ
ーグレーカルが動物遺存体の同定・分析を進めている。ファルマーナー遺跡に関しては、植物






































































































にプロジェクトを推進している。また、2007 年 4 ～ 9 月にはコアメンバーである Q.H. マッラ
ーを外国人研究員として招聘した。マッラーは滞在中、総合地球環境学研究所において 3 回に
わたる口頭発表を行うとともに、7 月には東京・明治大学において研究発表を行った。また、
“Recent archaeological discoveries in Sindh, Pakistan” と題した研究論文をプロジェクトの刊行物であ
る Occasional Paper 3 に発表した。
　まず、2007 年 5 月 18 日には第 1 回目のコアメンバー会議を開催し、今後の調査・研究活動

















　また、2008 年 1 月にはプロジェクトの刊行物である Occasional Paper: Linguistics, Archaeology and 
the Human Past の第 3 号を出版した。以下、著者および掲載論文名を挙げておく。
D.Q. Fuller  “The spread of textile production and textile crops in India beyond the Harappan zone: an 
aspect of the emergence of craft specialization and systematic trade”.
Q.H. Mallah  “Recent archaeological discoveries in Sindh, Pakistan”.
V. Shinde, T. Osada, M.M. Sharma, A. Uesugi, T. Uno, H. Maemoku, P. Shirvalkar, S.S. Deshpande, 
A. Kurkarni, A. Sarkar, A. Reddy, V. Rao and V. Dangi  “Exploration in the Ghaggar Basin and 
excavations at Girawad, Farmana (Rohtak District) and Mitathal (Bhiwani District), Haryana, 
India”.
R. Blench  “Re-evaluating the linguistic prehistory of South Asia”. 
B　古環境研究グループの活動
　古環境研究グループでは 2009 年度に本格調査を計画しているが、2007 年度には 2007 年 12



















　現代の栽培植物に関する研究では、大田正次、森直樹、藤本武、千葉一が 2007 年 9 月 26 日
インダス・プロジェクト年報 2007
- 10 -
～ 10 月 6 日にタミル・ナードゥ州に所在するニルギリ丘陵において、エンマーコムギを対象
とした分布調査および聞き取り調査を実施した。また、三浦励一は 9 月 12 日～ 9 月 30 日にカ
ーンメール遺跡およびファルマーナー遺跡を訪れ、周辺地域も含めて現在の栽培植物に関する
調査を実施した。この調査には現地案内役として J.S. カラクワールおよび M.D. 大学博士課程学
生の V. ダーンギー（Dangi）が同行した。








　物質文化研究グループの準備作業として、2005 年 4 月から 2006 年 3 月にかけて、寺村裕史
がインド北西部からパキスタンにかけての地域の Digital Elevation Model（DEM：数値標高モデ
ル）を作成し、あわせて位置・年代情報が公表されていた 2000 余件のインダス文明関係遺跡（新
石器時代～初期鉄器時代）のデータを入力して、関連遺跡の時期別分布図を作成した。このデ








頁）、Teramura, H. and T. Uno “Spatial Analyses of Harappan Urban Settlements” (Ancient Asia vol. 1, Society 
of South Asian Archaeology. Reesha books International, Mumbai, 2006) として公刊している。
　2006 年 2 月には、カーンメール遺跡の第 1 次発掘調査の開始にともない、宇野隆夫が高精度
GPS（Topcon GB500, Trimble Pro XH）を用いて、城塞部と周辺地区の地形測量を行った。地形測
量は、Topcon GB500 を基地局として用い、Trimble Pro XH を移動局としてアンテナを一定の高











　2007 年 3 月には、宇野隆夫が V. シンデ教授らとインドのハリヤーナー州・ラージャスター
ン州のガッガル（Ghaggar）川・チョウタング（Chautang）川流域で、遺跡分布調査を実施した。
調査には高精度 GPS（Trimble Pro XH）を用い、遺跡のプロファイリングと発掘用の測量原点設






Paper 3 に V. Shinde, T. Osada, M.M. Sharma, A. Uesugi, T. Uno, H. Maemoku, P. Shirvalkar, S.S. Deshpande, 
A. Kurkarni, A. Sarkar, A. Reddy, V. Rao and V. Dangi  “Exploration in the Ghaggar Basin and excavations at 
Girawad, Farmana (Rohtak District) and Mitathal (Bhiwani District), Haryana, India” として公刊した。
　2007 年 6 月および 9 月には岡山市立古代オリエント美術館において、上杉彰紀がインダス文
明関連資料の調査を実施した。その成果を「バローチスターン高原における人物土偶に関する
覚書−岡山市立オリエント美術館の資料紹介を兼ねて−」（『岡山市立オリエント美術館研究紀
要』第 22 巻、1-28 頁、2008 年 3 月）として公表した。
　2007 年 7 月には、長田俊樹、宇野隆夫、寺村裕史、上杉彰紀、カラクワールがイタリア・ラ
ヴェンナで開催された第 19 回南アジア考古学会に参加し、ギラーワル遺跡、ファルマーナー
遺跡、カーンメール遺跡の 2006 年度発掘調査成果について口頭発表を行った。
　2007 年 8・11 月および 2008 年 2 月には、上杉彰紀がインド・マハーラーシュトラ州所在の
デカン大学において、4月に実施したギラーワル遺跡出土資料の整理・記録化を実施した。現在、
その成果を発掘調査報告書として作成中である。
　2007 年 10 月 3 日から 10 月 20 日には長田俊樹、寺村裕史、上杉彰紀がイランを訪問し、テ
ヘラーンにあるイラン国立考古博物館での資料調査のほか、インダス文明と同時期のジーロフ
ト遺跡、シャフリ・ソフタ遺跡、テペ・ヒッサール遺跡、テペ・シアルク遺跡の見学を行った。
　2008 年 2 月から 4 月には、シンデを調査担当者として、ファルマーナー遺跡第 2 次調査を実
施した。これに伴って、2 月に寺村裕史、近藤康久、宇野隆夫、千葉一が地形測量調査を実施し、
ファルマーナー遺跡のDEMを作成した。3月 8日から 3月 12日には上杉彰紀が調査に参加した。
　2008 年 1 月から 2 月には、カラクワールを調査担当者として、カーンメール遺跡第 3 次調査
を実施した。寺村裕史、近藤康久、宇野隆夫、千葉一がプリズム自動追尾型のトータルステー
ション（Trimble S6）を用いて地形測量を実施し、カーンメール遺跡の新しい DEM を作成した。
またカーンメール遺跡城塞部の東方丘陵でカーンメール東遺跡（仮称）が発見されたため、宇











　2006 年度のカーンメール遺跡における GIS 調査の成果について、寺村裕史が代表で
“Photogrammetric Survey at Kanmer, Kachchh, Gujarat” と題して、イタリア・ラヴェンナで開催され
た第 19 回南アジア考古学会においてポスター発表を行った。また、日本情報考古学会第 24 回
大会において、寺村裕史・宇野隆夫・宮原健吾・近藤康久の連名で「インド・Kanmer 遺跡に
おける写真測量」と題して口頭にて発表した（9 月 29 日、東京・慶應義塾大学）。その発表内
内容については、寺村裕史・宇野隆夫・宮原健吾・近藤康久「インド・Kanmer 遺跡における
写真測量」（『日本情報考古学会講演論文集（第 24 回大会）』Vol.4、日本情報考古学会、11-16 頁、
2008 年）として公刊されている。
　2007 年度のインド・パキスタンにおける調査活動の成果については、上杉彰紀が日本西アジ
ア考古学会第 15 回発掘調査報告会（3 月 16 日、東京・古代オリエント博物館）にて口頭発表
を行った。発表内容については、上杉彰紀「インダス・プロジェクト 2007−インド・パキスタ




 5 月 31 日　地球研・セミナー室 5
  上杉彰紀　「インダス文明の歴史的展開」
 6 月 11 日　地球研・セミナー室 5
  J. M. ケノイヤー　「インダス文明期における装身具−特にビーズを中心として」
    　“Ornamanets in the Indus Civilization with Special Focus on Stone Beads”
  V. シンデ　「インドにおけるインダス考古学の近年の動向」
    “Recent Advances of Harappan Archaeology in India”
 6 月 21 日　地球研・セミナー室 5
  寺村裕史　「考古学 GIS の基礎（1）」
 6 月 28 日　地球研・セミナー室 5
  上杉彰紀　「インダス文明の編年」
 7 月 12 日　地球研・セミナー室 5
  小磯　学　「インダス印章について」
 7 月 19 日　地球研・セミナー室 5
  寺村裕史　「考古学 GIS の基礎（2）」
 7 月 26 日　地球研・セミナー室 5
  長田俊樹　「インダス文字解読研究の現状」
 10 月 2 日























































  千田俊太郎「語彙項目より小さい語、分布の限られる語―ドム語の事例を中 
  心に」
 第 2 回　2007 年 7 月 30 日（火） 13:00 - 17:00（地球研）
 　研究発表
  長田俊樹　「ムンダ語の品詞分類（Evans and Osada 2006 をめぐって）」
  大西正幸　「類型論から見た品詞分類（Evans and Osada 2006 へのコメンタリー 
  をめぐって）」












的に論集やモノグラフを刊行する予定である。現在、2009 年 2 月刊行予定の最初の論集に向け
て準備を進めている。
　なお、研究会の開催日時および内容は以下のとおりである。
 第 1 回　2007 年 4 月 26 日（木） 14:30 - 17:00（地球研）
  記述／記録の枠組
  「語」についてのメモ
 第 2 回　2007 年 5 月 24 日（木）14:30 - 17:00（地球研）
  「語」（主に語の定義と、接語、接辞をめぐって）
 第 3 回　2007 年 6 月 28 日（木）14:30 – 17:00（地球研）
  「重複」と「繰返し」、疑問助詞と焦点





 第 5 回　2007 年 9 月 14 日（木）14:30 - 17:00（地球研）
  品詞分類をめぐって
 第 6 回　2007 年 10 月 25 日（木）14:30- 17:00（地球研）
  アウストロネシア諸語の品詞分類について






















録にエヴァンス教授が手を加えたものを、来年度の Occasional Papers に掲載する予定である。
【『南アジア言語地図』の作成】
　『南アジア言語地図』作成作業は、南アジア各国の、最新のセンサスに基づく地図入力がほ
ぼ終わった段階である。また、4 言語グループの概説と、いくつかの個別言語の概説原稿が完
成している。（その一部は、年報の地図と概説を参照。）なお、来年度中に、英語版をインドか
ら刊行することを目指している。
　なお、この地図上に、植物・文化語彙の分布等を統合する作業に向けて準備をすすめており、
来年度以降、他の班の研究成果との GIS 上での統合が進んで行くことが期待される。
（文責　大西正幸）
